
事業名 障害者の学校卒業後のキャリア発達支援とスポーツ活動を通した生涯学習支援に資する学習プログラムの開発

事業の趣旨・目的

学校卒業後の青年期障害者のキャリア発達支援を目的とした学習プログラ
ムの開発を実施
・学校から社会への移行支援
・多様な年齢層の障害者，健常者が参加するスポーツを通した生涯
学習支援（生涯の各ライフステージにおける支援）

主な対象 視覚障害・聴覚障害
知的障害・発達障害・精神障害・肢体不自由

令和２年度障害者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究事業 成果概要

事業実施体制・連携先

ハローワークの障害者専門支援員や
企業人事担当者，特別支援学校教員，
障害者関連団体役員等，学外有識者
１４名からなる連携協議会を組織

学習プログラムの内容

１．学校卒業後の青年期障害者のキャリア発達
障害者の就労上の課題となっている，スキルアップやキャリアアップに資する
学習プログラムの開発
２．多様な年齢層の障害者，健常者が参加するスポーツを通した生
涯学習支援
多様な年齢層・障害種の障害者と健常者が参加するスポーツ教室等を実施し，
障害者の主体的な社会活動の意欲向上に資する学習プログラムの開発
３．共生社会環境醸成のためのワークショップ
きこえない社員が働きやすい環境の提案をするための知識と技術を学ぶための
コンテンツ及び研修実施マニュアルの開発

）

研究の成果と課題

その他研究の詳細など
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企 業

〇就労している聴覚・視覚障害者のニーズ，及び企業ニーズ調査に基づい
たスキルアップ・キャリアアップ講座の開催成果をもとに，これらの実践
を通した講座開催マニュアル（講座内容・開催方法等）を作成
〇学校卒業後の障害者のスポーツ活動実態調査・分析を通し，その意義，
及び包括的な活動環境整備の必要性を明らかにする調査報告書を作成
〇多機関連携の障害者向けスポーツイベント，スポーツ教室の開催（3年
間の参加者総数864名）。これら実践のもと，『地域の障がい者スポーツ
の普及と振興ガイド』を作成，更新・発信
〇聴覚障害のある社会人のキャリア開発ワークショップ実施を経て，きこ
えない社員のキャリア開発研修に資するコンテンツを動画・スライド等で
作成。研修マニュアルと共にウェブサイトで発信・提供
今後，本事業で開発した学習プログラムやマニュアルを企業や特別支援学
校，大学，NPO法人等へ展開・開催支援。さらなる生涯学習支援を目指す

障害者向けスポーツイベント、
スポーツ教室の開催

きこえない社員のための
ウェブコンテンツの開発

大学等を卒業した聴覚障害者の就労に関
するシンポジウムを開催（オンライン）

事業報告と開発した
学習プログラムはこちらから⇒
http://career.info.a.tsukuba-tech.ac.jp/

筑波技術大学HP
http://www.tsuku
ba-tech.ac.jp/
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